Odagiri Masunosuke to Chūgoku by 于  乃明
小田切萬壽之助と中国
著者 于  乃明





その他のタイトル Odagiri Masunosuke to Chugoku
URL http://doi.org/10.15055/00003579
小田切萬壽之助と中国
于 乃 明(台 湾政治大学)
YuNai-Ming
一・、問題 関心一 研究 の範 囲
























する。つま り、明治15年4,月 から同17年7,月 まで、2年 余 りここで、専門的学問的に中国語を学
ぶ。そのうち、明治17年(1884)9月 から北京に留学 している(註4)。小田切がおそらく誰よりも



















侵略の足がか りとして、「新開港場二於テ日本居留地」を設定 しようとしていた。この難 しい交
渉に小田切が起用されたのである。29歳 の若 き小田切が清朝の官僚を相手に、どのように交渉を
行ったか、また交渉のときの小田切の態度、小田切の交渉のや り方は、外務省外交資料館所蔵 「支
那各地帝国専管居留地設定一件(杭 州)二 」によく出ている(註6)。外交官小田切の外交術 といっ
たものを取 り出して見たい。




第二に小田切は中国官人との私的なルー トを通 じて、相手方の状況を正確に把握 していたこと



















た抹国(丹 麦)の 大北電信会社のほうももちろん日本の台湾福州問海底電線買収の件に強 く反対




たもの(私 議案)で ある。それを基礎にさらに盛宣懐の意見を加えて、1898年12月7日 、双方台
湾福州間海底電線契約に調印した。その功 により、小田切は明治32年(1899)5,月13日 勲六等 を
授けられている(註8)。
2.文 廷式を援助する
小田切は文廷式 という人物を高 く評価 している(註9)。小田切は中国の改良派に対 して同情の態
度を取った。それは当時日本総理大臣と外務 を兼任 していた大隈重信の改革派の政治改革に同情
するのと一致していた(註10)。文廷式は小田切の協力によって明治33年(1900)2月 日本への渡航













した最初の8ヶ 条(註12)から、小田切の作成 した11ケ 条(註13)まで、もちろん英国や米国との条約 も
参考にしたところもあるし、ある程度、清国に譲歩 したところもあるが、しか し、いずれにせよ、




上述条約の談判 にわたって、 日本側 は終始、盛宣懐 をその会談の もっとも信頼で きる相手 とし
て選 んだことはたいへ ん注 目に値す る。 このあ と、小田切 はこの盛宣懐 を相手 として、漢冶萍煤
鉄廠鉱 の交渉 を進 めるこ とになるが、 それについて は、 また別の機会に譲 らなけねばな らない。
〔注釈〕
(註1)榎 一雄 「モリソン氏と小田切萬壽之助と一 財団法人東洋文庫設立五十年記念に因んで 」東洋
文庫報、1975、95-102頁;『 石田幹之助著作集4、 東洋文庫の生まれるまで』六興出版、1991。
(註2)上 倉裕二編 『山形県教育史』(山形県教育所、1952)に 、旧米沢全体の生徒数30名 以上の 「家塾」「寺
小屋」の一覧表がある。しかしこの中には小田切姓の 「家塾」や 「寺小屋」は発見できない。また、
登坂又蔵編の 『米沢市史』(名 著出版、1953年 、これの初版は1944年 である)も 、藩校や私塾の章
の中にも小田切盛之進盛徳の名は発見できない。
(註3)小 田切萬壽之助の小伝が六つあ り、彼の略歴を知るための基本資料である。ここでは参考のため、
『大正人名辞典』(1918年 、第4版 、東洋新報社)の 部分だけを出してみる。
(前略)
「君は即ち小田切盛徳氏の長男 として明治元年一月二十五 日を以て此地に生る、天資敏捷活溌、郷






なお、本山幸彦編 『明治前期学校成立史』未来社、1965年 、405頁 。『近代中国と中国』上、竹内好、
橋川文三編、126-128;『 対支回顧録』下巻、418-419頁 などを参照。
(註4)外 務省外交史料館所蔵 清国へ本省留学生派遣雑件(自 明治十八年至三十三年 二十門一函五区)
「明治十四年四月ヨリ十五年三月迄興亜会支那語学校二於テ支那語学修業並二斯文会二於テ漢学修
業同年四月ヨリ同年九月ヨリ同十八年十一月迄清国北京二留学支那語学修業」
















きの5つ の弊害はな くな り、支那人民の益はます ます大となろうといい 「成形的銀貨の利あるを主
張」して詳 しく具体的に説 く。
第3節 、清の銅銭について論ずる。清の銅銭は長髪賊の乱からす くなくなり(原 文には 「其後乱ノ
N-50
平ラゲルニ及 レデ……銅銭ハ依然其数 ヲ増加セルニヨリ」 とあるが、前後の文脈から推 して、明ら
かに 「増加セザルニヨリ」 とならねばならぬ)、 弊害が多 くなる。その理由は第1に 奸商の銅銭の
買い占め第2に 私鑄の弊が多 くなる。にもかかわらず、清国政府はこれを放置している。この2つ
の害は北支に最大であり、第2の 害は北京に最大の影響を与えている。
そこで、戸部 も大急 ぎで、鑄銭 を計画中であるというから、やがて、好転 しよう、その場合、銅の
生産量は雲南が最大、次いで日本銅であるといい、以下 「日本銅ヲ需要スル大ナリトス」といって、
1885年 と1886年 度の清国の銅輸入高を海関報告によって表に示 している。




ル所」 と結論ずける。 しかし、小田切は次のように、その 「害」を言うのも忘れないでいる。それ
は官立銀行や民立銀行が一歩誤って交換義務を尽さざるときは、民立銀行は倒閉して、資本家の失





(註6)以 上の引用資料は外務省外交資料館所蔵 「支那各地帝国専管居留地設定一件(杭 州)」 自明治30年
至明治39年 請求番号は3、12、2、32で ある。明治30年(1898)5月14日 、杭州の小田切領事よ
り外務大臣大隈へ 「杭州我居留地追加取極書二関スル交渉情形具申」と題す。





(註9)『 日本外交文書』、第31巻、第1冊 、715-717頁 を参照。




「同人(文 廷式)二 対シ相当の保助 ヲ与 フルハ国交ノ上将来大二稗益アルハ小官ノ確信シテ
疑ワサル所二有之候」
(註10)大 隈候八十五年史編纂会 『大隈候八十五年史』=、1939年 、310-311頁 、春畝公追頌会 『伊藤博文傳』
下巻、1943年 、397-398頁 、また小田切の変法への所感については 『東洋文庫15年 史』1939年 、397
頁等を参照。















































引上ケニ必要ナル設備 ヲ為スコ トヲ認許スルコ ト
第四 清国政府ハ内河ノ航行二適スル日本国外洋航行船舶力相当ノ手続ヲ履行シタル後清国内河ヲ
航行スルコトヲ許スコ ト




























第十一 清国政府ハ 日本国政府 ノ正当代表者 ト協議ノ上清国内地ノ外国貿易 ノ開展二便利ナル地方






















vv指定セル内地各都市二於テ本邦人ハ管轄領事ノ許可ヲ得テ学校 ヲ設ケ商工業 ヲ営 ミ且ッ必要ナ
ル地所家屋ヲ租借スルコト
(下略)
N-53
